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鎌倉市市民活動センター 広報紙 第 93号 令和元年12月発行（季刊） 

リレートークとは：鎌倉市で

市民活動に取り組む人とその

団体にスポットをあて、活動

の様子を紹介するコーナーで

す。鎌倉らしい活動をされて

いる方、地道にコツコツと頑

張っておられる方がお近くに

いらっしゃいましたら、リレ

ーの輪に加わっていただきた

いと思います。是非、お知ら

せください。 

 こんな市民活動しています！ 

 

～「遊びを通して親子で笑顔に」を目指して～ 

 

「ぽんすけのおうち by Thousands of Autumn」は、おもちゃの広
場、ベビーマッサージ教室を通して、子育てをしている人たちが
少しでもほっとする場所を提供したいと思い、鎌倉市内を中心に
活動をしています。 

 この活動を始めたきっかけは、電車やレストランで、子どもに
スマホやタブレットを見せている人をよく見かけるので、その時
間の一部でもおもちゃや絵本に変えられたらいいな、と思ったこ
とです。まず、とにかく自分でできることからやってみようと、
イベントでの工作ワークショップから始めました。 

やっている中で、何をやるにしても、まず、お父さんお母さん
が興味を持ってくれないと始まらない、ということを感じまし
た。大人に興味を持ってもらう、話を聞いてもらうには資格があ
ったらもっといい。資格を取ることで自分も勉強できると思っ
て、おもちゃコンサルタント、ベビーマッサージインストラクタ
ーの資格を取り、今の「おもちゃの広場」とベビーマッサージ教
室の２本立ての活動につながっています。 

活動する中で大切にしていることは、大人も子どもも、みんな
が「楽しい！」と思ってもらえることがまず第一ということです。 

親子で遊びをしていく中で、どうしても大人が子供の遊びを先取
りしてしまうことがあります。 

子どもの発想を大切にして、子どもの遊びを待ってあげたい。
活動の中でそういうことも伝えていければと思っていますが、こ
の「待つ」というのが結構難しく、大人の方にも心の余裕がない
とできないことです。 

特に小さい赤ちゃんを子育て中のお母 

さんたちは、本当に大変な思いをしてい 

らっしゃる方が多いと思います。そこで、 

有効なのが「ベビーマッサージ」です。 

「ベビーマッサージ」をきっかけにお母 

さん自身がリラックスしたり、他の人と 

おしゃべりしたりすることで、少しでも 

ほっとしてもらえればと思っています。 

この活動を通して、親子で笑顔になっ 

ていただく。それを目指してこれからも 

活動を続けていきます。 

 

千秋
せんしゅう

 和美
か ず み

 さん 

ぽんすけのおうち 

 by Thousands of Autumn 代表 

https://ameblo.jp/ponsuke-baby/ 
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（初梅とシジュウカラ/西畑直樹） 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■第 21 回フェスティバルを終えて 

市民活動は他者と「つながる」こと、新しい出会いによって対話が

生まれ、意識が変容し、次の行動が始まります。今回のフェスティ

バルでは、そうしたつながりのきっかけとなる様々な「対話の場」

を用意しました。企業、学校、行政、自治会・町内会など多様な主

体が集まり、また、これまでフェスティバルに参加したことのない

市民を集め、鎌倉の市民活動の一端をお伝えすることができたのは

大きな成果でした。会場の制約もあり、昨年ほどの来場者を集める

ことは叶いませんでしたが、逆に狭さを活かした密度の濃い交流イ

ベントとなり、今後のイベントのスタイルを考える上でも有意義な

機会となりました。 

（フェスティバル実行委員会 委員長 西畑直樹） 

 

 

 

 

■ 自治会町内会しゃべくり Café 

地域のつながり課から広く呼びかけをし、市内８地区の

自治会・町内会の方々に参加していただきました。市民

活動団体からは「町内会の役割やコミュニティのあり方

を考える機会となった」「一緒にできることが沢山ある」

「地域の困りごと、課題が理解できた」、自治会・町内会

からは「団体の活動事例が参考になった」「活動する上で

の見方やヒントが多く得られた」などの声が寄せられ、

短い時間の中でしたが、双方の立ち位置や課題の理解が

進み、積極的なコミュニケーションが展開されました。 

また、団体の活動を紹介するポスター展示を行い、35 団

体に参加していただきました。今回は従来の模造紙大の

パネルを展示するスペースがなく、縮小版のポスターを

会議室に掲示し、来場者に関心の高さによって投票をし

てもらいました。里山の保全、子育て、地域コミュニケ

ーション等の活動に関わる団体が上位を占め、、団体と自

治会・町内会の今後の協働の可能性が感じられる結果と

なりました。 

 

 

 

■ 企業・NPO・市民のパートナーシップミーティング 

神奈川県のパートナーシップ支援事業の一環として開催

したことで企業関係者、学校関係者、また鎌倉以外の近隣

市町からの来場者も集めることができました。企業の地域

連携事例発表を聞いた後でワークショップ・交流会をおこ

ないましたが、参加者からは「参考になる連携アイデアが

得られた」「具体的に実施できそうな事業の話ができた」

などの声が寄せられ、新たな連携を予感するイベントとな

りました。 

 

■ 災害ボランティアって何？ 

災害時のボランティア活動を考える場として企

画・開催しました。台風 15 号、19 号では鎌倉も

大きな被害を受けましたが、鎌倉市の姉妹都市、

足利市で被災された方と実際に現地へボランティ

アで支援に行かれた方をお招きし、現場の様子を

伺うとともに支援と受援の双方のあり方について

皆で話し合い、認識を新たにしました。自治会・

町内会からの参加者も多数あり、継続的な対話を

望む声もあって、この分野に対する関心の高さが

伺えました。 

■ チャリティオープンマイク 

地下会場では来場者が自由におしゃべりをした

り、楽器演奏をしたりして参加できるチャリティ

オープンマイクを有志の発案でおこない、ユニー

クな表現で盛り上がりました。ここでは足利市へ

の復興支援募金を呼びかけ、集まった寄附全額を

足利市社会福祉協議会に贈りました。 

団体の声 

■ SDGｓ円卓トーク・フォトコンテスト 

２日間に渡り、高校生による SDGｓ円卓トーク、ミニセミナー、貿易ゲーム、フォトコンテスト

写真展と表彰式など、盛り沢山の企画で SDGｓの理解促進を図りました。 

 

 

かまくら市民活動フェスティバル 
第21回 

団体紹介 ポスター展示 

自治会・町内会しゃべくり Cafe 

パートナーシップミーティング 

災害ボランティアって何？ 

チャリティオープンマイク 

北鎌倉女子学園 ポスター展 高校生 円卓トーク 

貿易ゲーム フォトコンテスト表彰式 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新規登録団体のご紹介   

（ 令 和 元 年 11月 末 日 現 在 ）  

 

 第3回  利用登録団体懇話会の開催  

編集後記： フェスティバルでは SDG’s のブースをお手伝いさせて頂きました。私が興味を持った問題はフ

ードロス。スーパーでは消費期限の長いものを選ぶことが「賢い主婦」の鉄則だと思っておりましたが、食べ

盛りの子供が 3 人の我が家の冷蔵庫の回転率はなかなかのスピード。考えてみれば消費期限を気にする間もな

く食材が消えています。今後は意識を変え、大量廃棄に繋がらない買い方で「賢い消費者」となり微力ながら

もフードロス問題を心掛けていければと思っております。（片） 

 

☆ NPO 法人神奈川東海道ウォークガイドの会 

 神奈川県内及び近隣都県（東京都、静岡県）の東

海道とそれに係る道の歴史や文化を学び伝え「みち

づくり まちづくり」の理解と関心を高め、歩くこと

で健康を維持したい方のために様々な活動をしてい

ます。 

☆ ぽんすけのおうち by Thousands of Autumn 

 子育て支援の活動としてベビーマッサージ・おも

ちゃの広場を開催しています。産後、赤ちゃんをつ

れてなかなか出かけられないお母さんや小さな子ど

もをつれての遊び場を求めるお母さんに気軽に参加

できる教室やイベントを提供していきます。 

☆ 横浜市立大学附属市民総合医療センターペイン

クリニック 

 医師、看護師、歯科医師、薬剤師、作業療法士・

理学療法士など医療従事者向けの慢性疼痛に関する

勉強会。訪問看護、介護従事者、ケアマネージャー

など介護関係者向けの勉強会。一般市民向けの講演

会、市民公開講座などを行っています。 

☆ 湘南日仏協会 

フランス或いはフランス語圏諸国との相互理解や

交流を深めることに様々な形で寄与することを目的

に、本年 10 月設立されました。今はフランス語講座

やフランス料理教室などの企画・運営をおこなって

いますが、今後フランス映画鑑賞会・コンサート・

講演会などの開催や、日本在住の或いは旅行で来日

されるフランス語圏の方々との交流なども積極的に

おこなっていきたいと考えて居ります。皆様のご入

会を一同心からお待ち申し上げております。 

☆ 岡本町内会 

 JR 大船駅西側、玉縄小学校を中心に南北へ広がる

町内会です。町内会会員の相互の融和、親睦及び防

災、環境の整備、地域福祉の増進、町内会館施設の

運営管理等、健全な地域社会の維持及び地域振興を

目的に努めております。 

 

令和元年 12 月 1日現在 1利用登録団体数：388 団体  

※ 利用登録団体の登録内容（連絡先・代表者・活動内容等） 

に変更があった場合は、速やかにお知らせください。 

 

 市民活動経理のキホン講座  

ＮＰＯセンター鎌倉 
 

〒248-0012 鎌倉市御成町 18-10      

TEL：0467-60-4555 

FAX：0467-61-3928 

E-mail：npo@chive.ocn.ne.jp 

  

ＮＰＯセンター大船 
 

〒247-0061 鎌倉市台 1-2-25 

（たまなわ交流センター１階） 

TEL/FAX：0467-42-0345 

E-mail：npo2@abelia.ocn.ne.jp 

 

開催日時：2月 8日（土）10：00～12：30 

会  場：NPO センター鎌倉 2 階会議室 

受 講 料：無 料 

これから団体の経理事務を始める方、経験者の 

復習にも最適な講座です。年度末の会計処理に

向けて役に立つ講座です。専門家個別相談あり。 

セ ン タ ー か ら の お 知 ら せ 

開催日時：1月 25 日（土）15：00～17：00 

会  場：たまなわ交流センター 2 階 

「里山の環境保全×子育て」をテーマに活動の 

中で日頃感じていることや様々な課題を団体間

で共有する場です。テーマに関心のある方、他

の団体との連携をお考えの方は是非ご参加くだ

さい。詳しくは同封チラシをご覧ください。 

開催日時：2月 20 日（木）19：00～20：30 

     2 月 27 日（木）19：00～20：30 

会  場：NPO センター鎌倉 2 階会議室 

受 講 料：2,000 円（全 2回の資料代含む） 

簡単な絵や図を使って意見やアイデアを記録す 

る技術を学びます。ちょっとしたコツをつかむ 

と会議の内容を整理しながら分かり易くまとめ 

る力がつきますよ。2回連続講座です。 

 

 グラフィックレコーディング講座  

 助成金を上手に活用する講座   

開催日時：3月 14 日（土） 

会  場：NPO センター鎌倉 2 階会議室 

受 講 料：無 料  

団体活動に必要な資金調達について具体的な事 

例を交えながら学びます。新年度に向けた団体 

の資金計画をお考えの方に役立つ講座です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【プレゼンテーション】 

   

オレンジハロウィン 2020 鎌倉プチロックフェスティバル 大船の分かり易いマップの作成 

   

３Ｄプリンターを活用したロボ

ットの部品作り 

認知症になっても安心して暮らせ

る町を創ろう！プロジェクト！ 

子どもプログラミング教育推進 

事業 

 

報告 2019年度                                                                                                                                                                                                                                           

                         ＮＰＯ支援 かまくらファンド公開審査会 

 

 
 

  2019 年度の「ＮＰＯ支援 かまくらファンド公開審査会」は 11月 3 日（日）たまなわ 

交流センターで開催した「かまくら市民活動フェスティバル」の中で開催されました。 

今年は、6事業の応募があり、すべての団体に活動資金の助成をすることができました。 

『かまくらファンド』は、行政に頼らず、企業や市民活動団体、市民の方々のご寄附や 

『玉手箱』に寄せられた募金などによる市民活動の活性化への願いのこもった基金です。 

2001 年以降、18年間で延べ 90 事業、約 600 万円の助成を行い、団体が抱える課題の解決 

への一助となっています。特定のスポンサーをつけず、ＮＰＯ法人が自力で助成金を交付 

することは殆んどなく、困難な事業ではありますが、小規模ながら継続することの大切さ 

を痛感しております。来年もファンドが継続できますようファンド部員一同努力してまい 

りますので、皆さまにおかれましても、市民活動の活性化のためご寄附等のご支援をよろ 

しくお願い申しあげます。 

 最後に、朝から夕方まで長時間にわたり熱心に審査をしていただいた審査委員の皆さま 

に御礼申し上げます。 

 

認定ＮＰＯ法人 鎌倉市市民活動センター運営会議 ファンド部会  平塚 優 



【審査委員】                                      

 

                                    

 

 

 

 

 

【審査基準】 

 

 

 

 

 

 

 

【助成事業一覧】 

事 業 名（団 体 名） 助成金の使途 

オレンジハロウィン２０２０ 

 

（今泉台オレンジライン） 

町内すべての子どもを対象にハロウィンイベントを開催飾り

つけ費用、横断幕の制作費、ハロウィングッズの購入など 

鎌倉プチロックフェスティバル 

 

（ＫＰＲＦ実行委員会） 

鎌倉海浜公園由比ガ浜地区で開催する、入場無料の音楽イベン

トのポスター、パンフレットの制作費 

大船の分かり易いマップの作成 

 

（鎌倉文化の森） 

大船地区の地形がわかり、町の記憶を盛り込んだ分かり易い地

図の作成 

認知症になっても安心して暮らせる町を創

ろう！プロジェクト 

（かまくら認知症ネットワーク） 

認知症啓発活動に使用する、チラシ、ポケットティッシュの制

作費等 

３Ｄプリンターを活用したロボット部品づ

くり 

（鎌倉・ロボット・ものづくり研究会） 

３Ｄプリンタ・システムのレンタル料、材料費（フィラメント

代）、テキスト作成費 

子どもプログラミング教育推進事業 

 

（鎌倉シチズンネット） 

２０２０年より小学校でプログラミング的思考が必修となる。

思考の基礎となるプログラミング言語の普及促進を図るため

の機材更新、マイコンの購入 

 

【審査委員】 

 相川誉夫様  社会福祉法人 鎌倉市社会福祉協議会 常務理事 

 荒井幸子様  玉縄城址まちづくり会議 理事 文化委員長 

 曽根健治様  鎌倉市市民生活部 次長 

 仲村美津子様 かながわ県民サポートセンター 相談員 

 山内政敏様  ＮＰＯ法人 鎌倉みどりのレンジャー 理事長 

① 鎌倉における市民活動として、社会性、公益性が認められること。 

② 対象とする事業に計画性があり、実現性が高いこと。 

③ このファンド基金が事業の継続性、発展に寄与する可能性が高いこと。 

④ 事業に対する意欲が認められ、助成の効果が高いこと。 

⑤ 新しい視点からの提案が見受けられること。 

 

 

 


